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本稿は 2003 年から 07 年にかけ 5年次にわたって実施した，札幌大学文化学部「応用ゼ
ミナール」の合宿調査と，その前後に筆者が実施した調査の成果を取りまとめたものであ









































































































































































































では史上最大の洪水といわれる。明治以降では明治 29 年（1896 年）7 月に発生した洪水
で横田村（現分水町）などで堤防が決壊し（「横田切れ」），浸水家屋は 6万戸に達した（大熊，
1988）。このように低湿な越後平野では水害が頻発してきたが，1600 年から 1899 年まで































1868 年，79 年，80 年，81 年，82 年，96 年（「横田切れ」），
昭和では 1952 年に破堤が記録されており，大河津分水完


























2003 ～ 04 年，2006 ～ 07 年の計 4年間に，阿賀野川以西の越後平野ほぼ全域を対象に
現地調査を実施した。2003 年 8 月 23 ～ 27 日には白根市を中心とした越後平野北部（5日
間　60 人・日），2004 年 8 月 10 ～ 12 日に三条市・見附市一帯の平野中部（3日間　31 人・日），
2006 年 8 月 14 ～ 17 日に新津市を中心とした平野北東部（4日間　48 人・日），2007 年 8
月 13 ～ 16 日に巻町を中心に平野北西部（4日間　49 人・日）で実施した。その範囲は図

































































2003 年に白根市を中心とした越後平野北部では，142 棟の水倉を確認した。142 棟の水
倉に通し番号（NO.1 ～ NO.142 と表記）をつけ，その位置を図 6に示した。





水倉の呼称　34 棟に対して行った聴き取りで回答のあった 17 棟のうち，特定の名前はな






61 棟のうち「板倉」（図 11）は 18 棟（29.5％），「土蔵」が 23 棟（37.7％），「板・土の複







白根市保坂　2003 年 5 月 21 日撮影
能登瓦を載せた置き屋根は越後平野の
倉の典型。平屋造りのこの水倉は，道路










水倉の階数，屋根材　倉の階数は，2階建てのものが 58 棟，平屋は 3棟だけであった。
つまり 95％が 2層になっていた。
屋根材の種類は多様である。その中では瓦葺が一般的で，58 棟のうち 91.4％にあたる














であった。また母屋の基礎との比高は最高 3ｍ（NO.128）に達した。一方，最低は 0.1 ｍ
であった。図 8は母屋，道路と倉の基礎の比高を階級区分し，グラフに表わしたものである。
水倉の基礎と母屋の基礎の比高は小さいものが多く，0.5 ｍ未満が最多である。それに








































水倉の基礎の材料・構造　水倉の基礎は，57 棟のうち 26 棟（45.6％）が「盛り土」だけ

























白根市鰺潟　2002 年 5 月 2 日撮影



















































（NO．32）では明治元年（136 年前＊13），白根市大郷（NO.22）では約 120 年前，白根市
犬帰新田（NO．21）は 100 年以上前，白根市東笠巻（NO.11）と白根市蔵王（NO.46）
では 100 年前などである。新しいものでは白根市戸石新田鼠新田（NO．33）の昭和 20 ～
21 年頃，白根市神道潟（NO.45）では昭和 20 年であった。また白根市山崎興野（NO.67）
では，昭和 50 年にかさ上げをしている。例が少なすぎる嫌いはあるものの，その多くが
明治以前か明治時代の中・後期までに盛り土が行われている。新しいものでは，今から
60 年前頃に盛り土が行われている例が 2棟あった。いずれにしろ 2，3世代以上前の出来
事であり，今の世代まで詳しい情報が伝わっていないのが現実である。
9棟のうち 6棟が 100 年ないしそれ以前に盛り土をしており，戦後になって盛り土，か
















水倉の建築年　聴き取りを行った 36 棟のうち，水倉の建設年について 23 棟から何らかの
回答が得られた。建築年代が不明のものは 13 棟であった。
集落別に建築年度を並べると，白根市鷲ノ木新田の 2棟（NO.3 と 5）は約 100 年前に，
白根市東笠巻（NO.11）でも 100 年前，白根市犬帰新田（NO.21）では 100 年以上前，白
根市大郷（NO.22）では約 120 年前，白根市引越（NO.23）では大正 4年（1915 年，今か
ら89年前），白根市下八枚（NO.32）では明治元年（136年前），白根市戸石新田鼠新田（NO.33）
では昭和 23 年（55 年前），白根市上道潟（NO.44，45）では，それぞれ昭和 21 年（57 年前）
と昭和 38 年に，白根市下木山（NO.48）では 15 年前，白根市田尾（NO.49）では 8代前
からあり，白根市和泉では約 110 年前（NO.56，図 11），昭和 6年（NO.54），400 年前（NO.55），




白根市高井興野　2003 年 5 月 2 日撮影







これらを古い順に見れば，NO.55 の 400 年前を筆頭に，明治以前のものでは NO.61，60
の２棟が残っている。明治時代に建てられたものはNO.32（明治元年 136年前）， NO.69（明
治 10 年 126 年前）　NO.22（約 120 年前），NO.64（明治 17 年 119 年前，図 12），NO.56（約
110 年前，図 11），NO.21（100 年以上前），NO.3，5，11（約 100 年前）の 9棟で最も多い。
大正時代では NO.23（88 年前　大正 4），NO.65（大正 9 ～ 10 年　82 ～ 81 年前）の 2
棟だけと少ない。
昭和では，NO.54（昭和 6年），NO.44（昭和 21 年），NO.33（昭和 23 年），NO.67（昭
和 29 年），NO.45（昭和 38 年），NO.67（昭和 29 年），そして最も新しい倉は NO.48 で，
15 年前に建てられたものである。つまり昭和に建てられた倉は 6棟である。
以上をまとめると，建築時期は 400 年前を最古とし，明治時代前後に建てられたものが


































という回答が 3棟，0回が 5棟（無回答 1棟）であった（3棟のうち 1棟の避難理由は地震）。
水倉があるにもかかわらず，3分の2は水害時に利用していない。その理由は不明であるが，
恐らく水倉に避難する必要がない程度の冠水だったのであろう。ちなみに 2004 年に三条
市や見附市一帯で実施した聴き取り調査では，「平成 16 年（2004 年）7月新潟・福島水害」
の際に，実際に水倉に避難したという例があった。
「今後，水倉を残すか」という質問に対しては，回答のあった 30 棟中，「残す」と答え
たのが 25 棟，「残さない」が 5棟であった。80％以上という大多数の家が水倉を残そうと




















































































































































ンプル数は少ない。図 17-1 と図 17-2 を比べると，道路からの比高が大きい場合と逆の場
合の両者がある。水倉調査集計表で両者の計測値のある水倉について比べると，道路から


























高さが 3ｍ以上の場所に位置する NO.10 と NO.12 は，母屋との比高が 1.0 ｍと 0.7 ｍで
あるのに対し，より低い位置にある NO.9，11，13 の水倉では，それぞれ 1.7 ｍ，1.3 ｍ，1.5
ｍである。また信濃川沿いの犬帰新田にある NO.21 は，1ｍの等高線に近い位置にあって，





















































































しかし完成から 5年後の 1927（昭和 2年）6月 24 日の大雨による洪水で，当時最高のレベルの設計
施行とみられた自在堰は，もろくも激流の中に陥没してしまった。しかし大河津分水の完成は，それ
より下流域の水害を大きく軽減した。











12： 聴き取りによれば，昭和 39 年（1964 年）の新潟地震の際に，土壁が落ちるなどの被害を受けた
水倉（土蔵）があったという。地震の被害を受けその後補修したケースがかなりあったのではないか。
13： 文中の○年前という表記は，すべて調査年の 2003 年を基準としている。
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